
 令 和 ４ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 第二級デジタル通信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ５ 時 ４ ０ 分 １ ６ 時 ２ ０ 分 １ ７ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｄ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ― Ｄ － 7 ～ 10 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― Ｄ － 11 ～ 14 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０3D９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              

 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は１１月３０日１０時以降の予定です。 

合否の検索は１２月１９日１４時以降可能の予定です。 
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Ｄ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示すように、最大指示値が３０ミリアンペア、内部抵抗ｒが５オームの電流計Ａに、

(ア) オームの抵抗Ｒを並列に接続すると、最大２８０ミリアンペアの電流Ｉを測定でき

る。 (５点)

① ０.６ ② ０.８ ③ １.０

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

(５点)

① ６ ② １５ ③ ２１

図２

(３) 磁気回路における磁束は、起磁力に比例し、 (ウ) に反比例する。 (５点)

① 磁気ひずみ ② 磁気抵抗 ③ 電磁力

(４) 図３に示すように、直線状の導体に下から上へ向かって直流電流Ｉを流したとき、図中の導

体の点Ｏの周囲には、点Ｏを中心とした円周に沿って図の矢印で示す向きに磁界Ｂが生ずる。

これは、 (エ) の法則といわれる。 (５点)

① ファラデーの電磁誘導 ② フレミングの右手 ③ アンペールの右ねじ

図３

Ｒ
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Ｄ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ｎ形半導体において、 (ア) を生成するために加えられた５価の不純物はドナーといわ

れる。 (４点)

① 正 孔 ② 自由電子 ③ 価電子

(２) 可変容量ダイオードは、コンデンサの働きを持つ半導体素子であり、ｐｎ接合ダイオードに

加える (イ) 電圧の大きさを変化させることにより、静電容量が変化することを利用して

いる。 (４点)

① 低周波 ② 高周波 ③ 順方向 ④ 逆方向

(３) トランジスタ回路において、一般に、負荷抵抗に生じた出力をコンデンサを介して次段へ伝

えることにより増幅度を上げていく回路は、 (ウ) 増幅回路といわれる。 (４点)

① 直接結合 ② 帰 還 ③ ＣＲ結合

(４) 電話機の衝撃性雑音の吸収回路などに用いられる (エ) は、加えられた電圧がある値を

超えると、その抵抗値が急激に低下して電流が増大する非直線性を持つ素子である。 (４点)

① バリスタ ② バリキャップ ③ ＰＩＮダイオード

(５) トランジスタ回路において、ベース電流が３０マイクロアンペア、エミッタ電流が２.６２

ミリアンペアのとき、コレクタ電流は (オ) ミリアンペアである。 (４点)

① ２.３２ ② ２.５９ ③ ２.６５



Ｄ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

斜線部分を示す論理式がＡ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃと表すことができるベン図は、

(ア) である。 (５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数のＸ 、Ｘ を用いて、計算式(加算)Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ からＸ を求め２進１ ２ ０ １ ２ ０

数で表記した後、１０進数に変換すると、 (イ) になる。 (５点)

① ４７９ ② ４８４ ③ ７４０

２進数

Ｘ ＝ １１０００１１０１１

Ｘ ＝ １０１０１０１１１２

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ



Ｄ－4

(３) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及びｂと出力

ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)＋(Ｂ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)＋(Ｂ＋Ｃ)

① １ ② Ａ ③ Ａ＋Ｃ＋Ａ･Ｃ

① ② ③ ④

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ
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Ｄ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線への入力電力が１５０ミリワット、その伝送損失が１キロメート

ル当たり１.５デシベル、増幅器の利得が５０デシベル、電力計の読みが１５ミリワットのとき、

電気通信回線の長さは、 (ア) キロメートルである。ただし、入出力各部のインピーダン

スは整合しているものとする。 (５点)

① ２０ ② ４０ ③ ６０

(２) 誘導回線の信号が被誘導回線に現れる漏話のうち、誘導回線の信号の伝送方向を正の方向と

し、その反対方向を負の方向とすると、正の方向に現れるものは、 (イ) 漏話といわれる。

(５点)

① 直 接 ② 間 接 ③ 近 端 ④ 遠 端

(３) 特性インピーダンスがＺ の通信線路に負荷インピーダンスＺ を接続する場合、Ｚ ＝∞０ １ １

のとき、接続点での入射電圧波は、 (ウ) 全反射される。 (５点)

① 同位相で ② 逆位相で ③ ９０度位相が遅れて

(４) 信号電力を１０ミリワット、雑音電力を０.１ミリワットとすると、信号電力対雑音電力比は、

(エ) デシべルである。 (５点)

① １０ ② ２０ ③ ３０

(ア)

電気通信回線

増幅器

発振器 電力計Ｗ

kｍ



Ｄ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 搬送波として連続する方形パルスを使用し、入力信号の振幅に対応して方形パルスの

(ア) を変化させる変調方式は、ＰＷＭ(Pulse Width Modulation)といわれる。 (４点)

① 位 置 ② 位 相 ③ 幅

(２) ４キロヘルツ帯域幅の音声信号を８キロヘルツで標本化し、１標本当たり８ビットで符号化

すれば、 (イ) キロビット／秒で伝送できる。 (４点)

① １６ ② ３２ ③ ６４

(３) デジタル伝送路などにおける伝送品質の評価尺度の一つに、測定時間中のある時間帯にビッ

トエラーが集中的に発生しているか否かを判断するための指標となる (ウ) がある。

(４点)

① ％ＥＳ ② ＭＯＳ ③ ＢＥＲ

(４) デジタル伝送における雑音について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ アナログ信号をデジタル信号に変換する過程で生ずる雑音には、量子化雑音がある。

Ｂ ＰＣＭ伝送特有の雑音には、白色雑音、ガウス雑音などがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 光ファイバ中における光の伝搬速度は伝搬モードや光の波長によって異なることから、受信

端での信号の到達時間に差が生ずる。この現象は (オ) といわれ、光ファイバ内を伝送さ

れる信号のパルス幅が広がる原因となる。 (４点)

① 散 乱 ② 分 散 ③ 干 渉



Ｄ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＧＥ－ＰＯＮシステムは、ＯＬＴとＯＮＵの間において、光信号を光信号のまま分岐する受

動素子で構成される (ア) を用いて、光ファイバの１心を複数のユーザで共用する。

(５点)

① ＶＤＳＬ ② ＲＴ ③ 光スプリッタ

(２) ＩｏＴを実現するデバイスなどとの通信に使用されるＺｉｇＢｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈな

どの無線通信技術は、一般に、総称して (イ) といわれ、ＩＥＥＥ８０２.１５シリーズ

として標準化された規格に基づいている。 (５点)

① プライベートＬＴＥ ② ＮＦＣ ③ 無線ＰＡＮ

(３) ＩＰ電話には、０ＡＢ～Ｊ番号が付与されるものと、 (ウ) で始まる番号が付与される

ものがある。 (５点)

① ０２０ ② ０５０ ③ ０８０

(４) ＩＥＥＥ８０２.１１ｎとして標準化された無線ＬＡＮは、ＩＥＥＥ８０２.１１ｂ／ａ／ｇ

との後方互換性を確保しており、 (エ) の周波数帯を用いた方式が定められている。

(５点)

① ２.４ＧＨz帯のみ ② ２.４ＧＨz帯及び５ＧＨz帯 ③ ５ＧＨz帯のみ

(５) ＩＥＥＥ８０２.３ａｔとして標準化されたＰｏＥの機能について述べた次の記述のうち、

誤っているものは、 (オ) である。 (５点)

① １００ＢＡＳＥ－ＴＸのイーサネットで使用しているＬＡＮ配線のうち、信号対の

２対４心を使用する方式はオルタナティブＢといわれる。

② １０００ＢＡＳＥ－Ｔのイーサネットで使用しているＬＡＮ配線の４対８心の信号対

のうち、２対４心を使ってＰｏＥ機能を持つＩＰ電話機に給電することができる。

③ 給電側機器であるＰＳＥは、一般に、受電側機器がＰｏＥ対応機器か非対応機器か

を検知して、ＰｏＥ対応機器にのみ給電する。



Ｄ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２５点)

(１) ＨＤＬＣ手順では、フレーム同期をとりながらデータの透過性を確保するために、受信側に

おいて、開始フラグシーケンスを受信後に、 (ア) 個連続したビットが１のとき、その直

後のビットの０は無条件に除去される。 (５点)

① ４ ② ５ ③ ８

(２) 光アクセスネットワークには、電気通信事業者のビルから集合住宅のＭＤＦ室までの区間に

は光ファイバケーブルを使用し、ＭＤＦ室から各戸までの区間には (イ) 方式を適用して

既設の電話用配線を利用する方法がある。 (５点)

① ＰＤＳ ② ＰＬＣ ③ ＶＤＳＬ

(３) アクセス回線としてアナログ電話用の平衡対メタリックケーブルを使用して、数百キロ

ビット／秒から数十メガビット／秒のデータ信号を伝送するブロードバンドサービスは、ユーザ

側に設置されたＡＤＳＬモデムと電気通信事業者側に設置された (ウ) 装置を用いてサー

ビスを提供している。 (５点)

① ＯＬＴ(Optical Line Terminal) ② ＩＳＭ(I Interface Subscriber Module)

③ ＤＳＬＡＭ(Digital Subscriber Line Access Multiplexer)

(４) ＯＳＩ参照モデル(７階層モデル)において、端末が送受信する信号レベルなどの電気的条件、

コネクタ形状などの機械的条件などを規定しているのは (エ) 層といわれる。 (５点)

① データリンク ② 物 理 ③ ネットワーク

(５) ＯＳＩ参照モデル(７階層モデル)のレイヤ２において、一つのフレームで送信可能なデータ

の最大長は (オ) といわれ、イーサネットフレームの (オ) の標準は、１,５００バ

イトである。 (５点)

① ＭＴＵ ② ＭＳＳ ③ ＲＷＩＮ



Ｄ－9

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２５点)

(１) サーバが提供しているサービスに接続して、その応答メッセージを確認することにより、

サーバが使用しているソフトウェアの種類やバージョンを推測する方法は (ア) といわれ、

サーバの脆弱性を検知するための手法として用いられる場合がある。 (５点)
ぜい

① トラッシング ② バナーチェック ③ パスワード解析

(２) コンピュータウイルス対策ソフトウェアに用いられ、ウイルス定義ファイルと検査の対象と

なるメモリやファイルなどとを比較してウイルスを検出する方法は、一般に、 (イ) とい

われる。 (５点)

① パターンマッチング ② チェックサム ③ ヒューリスティック

(３) ＡＤＳＬ回線を利用してインターネットに接続されるパーソナルコンピュータなどの端末は、

ＡＤＳＬルータなどの (ウ) サーバ機能が有効な場合は、起動時に、 (ウ) サーバ

機能にアクセスしてＩＰアドレスを取得するため、端末個々にＩＰアドレスを設定しなくても

よい。 (５点)

① ＤＨＣＰ ② ＳＮＭＰ ③ ＷＥＢ

(４) スイッチングハブのフレーム転送方式について述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(エ) である。 (５点)

① 方式は、有効フレームの先頭から宛先アドレスの６バイトまでカットアンドスルー

を受信した後、フレームが入力ポートで完全に受信される前に、フレームの転送を開

始する。

② ストアアンドフォワード方式は、有効フレームの先頭からＳＦＤまでを受信した後、

異常がなければ、そのフレームを転送する。

③ 方式は、有効フレームの先頭から６４バイトまで読み取り、異フラグメントフリー

常がなければ、そのフレームを転送する。

(５) ＬＡＮを構成する機器であるルータでは、ＴＣＰ／ＩＰのプロトコル階層モデル(４階層モデ

ル)における (オ) 層で用いられるルーティングテーブルが使われ、異なるＬＡＮ相互を

接続することができる。 (５点)

① トランスポート ② アプリケーション ③ インターネット
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＬＡＮ配線に用いられるグレーデッドインデックス型マルチモード光ファイバは、コアの屈

折率をコアの中心から外側に向かって (ア) ことによりモード分散を低減している。

(５点)

① 緩やかに大きくする ② 緩やかに小さくする ③ 周期的に変化させる

(２) 光配線システム相互や光配線システムと機器との接続に使用される光ファイバや光パッチ

コードの接続などに用いられるＳＣコネクタは、接合部が (イ) で着脱が容易である。

(５点)

① バヨネット式 ② ねじ込み式 ③ プッシュプル方式

(３) ＵＴＰケーブルを図に示す８極８心のモジュラコネクタに、配線規格Ｔ５６８Ｂで決められ

たモジュラアウトレットの配列でペア１からペア４を結線するとき、ペア２のピン番号の組合

せは、 (ウ) である。 (５点)

① １番と２番 ② ３番と６番 ③ ４番と５番 ④ ７番と８番

(４) Ｗｉｎｄｏｗｓのコマンドプロンプトから入力されるｐｉｎｇコマンドは、調べたいパーソ

ナルコンピュータ(ＰＣ)のＩＰアドレスを指定することにより、 (エ) メッセージを用い

て初期設定値の３２バイトのデータを送信し、ＰＣからの返信により接続の正常性を確認する

ことができる。 (５点)

① ＤＨＣＰ ② ＳＮＭＰ ③ ＩＣＭＰ

(５) 床の配線ダクトにケーブルを通す床配線方式で、電源ケーブルや通信ケーブルを配線するた

めの既設ダクトを備えた金属製又はコンクリートの床は、一般に、 (オ) といわれる。

(５点)

① フリーアクセスフロア ② セルラフロア ③ トレンチダクト

アウトレット位置
1  2  3  4  5  6  7  8

コネクタ前面図
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信とは、有線、無線その他の機械的方法により、符号、音響又は影像を送り、

伝え、又は受けることをいう。

② 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

③ 電気通信事業者とは、電気通信事業を営むことについて、電気通信事業法の規定に

よる総務大臣の登録を受けた者及び同法の規定により総務大臣への届出をした者をいう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢秘密の保護｣、｢検閲の禁止｣又は｢利用の公平｣について述べた次

の文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (５点)

① 電気通信事業に従事する者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して

知り得た人命に関する情報は、警察機関等に通知し、これを秘匿しなければならない。

その職を退いた後においても、同様とする。

② 電気通信事業者の取扱中に係る通信は、犯罪捜査に必要であると総務大臣が認めた

場合を除き、検閲してはならない。

③ 電気通信事業者は、電気通信役務の提供について、不当な差別的取扱いをしてはな

らない。

(３) 電気通信事業法に規定する｢重要通信の確保｣について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。

(５点)

Ａ 電気通信事業者は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあると

きは、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保又は秩序の維持のた

めに必要な事項を内容とする通信を優先的に取り扱わなければならない。

Ｂ 電気通信事業者は、電気通信事業法に規定する重要通信の円滑な実施を他の電気通信事業

者と相互に連携を図りつつ確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続

する場合には、それぞれの管理規定で定めるところにより、重要通信の優先的な取扱いにつ

いて取り決めることその他の必要な措置を講じなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、総務

大臣が電気通信回線設備を利用する他の利用者の (エ) の発生を防止するため特に必要が

あると認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものとみなす。

(５点)

① 端末設備との間で鳴音 ② 通信への妨害 ③ 電気通信設備への損傷
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(５) 工事担任者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続する工事の実施又は監督の職務を

(オ) に行わなければならない。 (５点)

① 公 正 ② 誠 実 ③ 確 実

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣又は

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事

のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監督する

ことができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事のうち、総合

デジタル通信回線の数が (ア) で１のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

(５点)

① 基本インタフェース ② 毎秒６４キロビット換算

③ １次群インタフェース

(２) 端末機器の技術基準適合認定番号について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 移動電話用設備(インターネットプロトコル移動電話用設備を除く。)に接続される端末機

器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ａである。

Ｂ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ｃである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信法に規定する｢目的｣又は｢定義｣について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ウ) である。 (５点)

① 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用の態様を規律し、有線電気通

信に関する役務を提供することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的と

する。

② 有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の事業用電気通信設備を利用し

て、電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

③ 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気

的設備(無線通信用の有線連絡線を含む。)をいう。

(４) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(エ) である。 (５点)

① 音声周波とは、周波数が２５０ヘルツを超え、４,５００ヘルツ以下の電磁波をいう。

② 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る

中継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。

③ 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工

作物をいう。
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(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、アクセス制御機能とは、特定電子計算機

の特定利用を自動的に制御するために当該特定利用に係る (オ) によって当該特定電子計

算機又は当該特定電子計算機に電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機に付加さ

れている機能であって、当該特定利用をしようとする者により当該機能を有する特定電子計算

機に入力された符号が当該特定利用に係る識別符号であることを確認して、当該特定利用の制

限の全部又は一部を解除するものをいう。 (５点)

① ネットワーク管理責任者 ② アクセス管理者 ③ セキュリティ管理者

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 移動電話用設備とは、電話用設備であって、電気通信事業者の無線呼出用設備に

接続し、その端末設備内において電波を使用するものをいう。

② 総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、総合デジタル通信用設備に接続

されるものをいう。

③ アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備

を接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

(２) 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との (イ) の分界を明確にするため、

事業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。分界点における接続の方式は、

端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容易に切り離せるものでなければなら

ない。 (５点)

① 設備区分 ② インタフェース ③ 責 任

(３) 鳴音とは、電気的又は (ウ) 結合により生ずる発振状態をいう。 (５点)

① 光学的 ② 機械的 ③ 音響的

(４) ｢絶縁抵抗等｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。

(５点)

① 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以上

の絶縁抵抗を有しなければならない。

② 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と

の間において、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流

の場合にあっては、その使用電圧の２倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれに

耐える絶縁耐力を有しなければならない。

③ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるよう

に接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。
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(５) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務大

臣が別に告示するものを除き、使用する (オ) が空き状態であるかどうかについて、総務

大臣が別に告示するところにより判定を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するも

のでなければならない。 (５点)

① 電波の周波数 ② 無線中継器 ③ 配線設備

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末は、自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから

(ア) 秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気

通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合に

あっては、この限りでない。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 高群周波数は、１,３００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の四つの

周波数で規定されている。

Ｂ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び (ウ) 条件のいず

れかの条件に適合するものでなければならない。 (５点)

① 磁気的 ② 光学的 ③ 機械的

(４) 移動電話端末の｢発信の機能｣において、移動電話端末は、発信に際して相手の端末設備から

の応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択

信号送出終了後 (エ) 分以内にチャネルを切断する信号を送出し、送信を停止するもので

なければならないと規定されている。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３

(５) インターネットプロトコル電話端末の｢基本的機能｣又は｢発信の機能｣について述べた次の文

章のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (５点)

① 発信又は応答を行う場合にあっては、直流回路を閉じるためのメッセージ又は当該

メッセージに対応するためのメッセージを送出するものであること。

② 通信を終了する場合にあっては、呼の切断、解放若しくは取消しを行うためのメッ

セージ又は当該メッセージに対応するためのメッセージを送出するものであること。

③ 自動再発信を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、

その回数は最初の発信から３分間に２回以内であること。この場合において、最初の

発信から３分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 

 
 


